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1. はじめに 

コロナ禍になって２年以上が経過し、これまで行っ

ていたような対面での研究会開催は難しくなった。そ

こで、CIEC 小中高部会では、「インフォーマルで小規

模なオンライン研究会」として、2021年 4月より「CIEC

サタデーカフェ」を毎月第３土曜日に始めることにな

り、すでに 10回以上行った。本稿では、サタデーカフ

ェの様子を始め、これまで取り扱ったテーマや、カフ

ェの運用などについて紹介し、会員の皆様と一緒に今

後の活動について考えたい。 

 

2. サタデーカフェ開始の経緯 

 CIEC小中高部会では、毎年３回の研究会を行ってい

る。各研究会のテーマは多岐にわたるが、基本的には

小学校、中学校、高等学校における情報活用に関する

教育をテーマにするものが多い。これまで多くの参加

者にも支えられ、活発に活動してきたが，2020年度末、

コロナ禍により、対面での研究会の開催は非常に難し

くなった。そこでCIEC小中高部会では、対面で集まる

ことができなくても、研究会のようなものが企画でき

ないか議論し、学校が休校している中、他校の先生方

がどのように日常を乗り越えようとされているのかに

ついて、多くの先生方と話し合いの機会を持ちたいと

いう要望に応える形で、このCIECサタデーカフェが開

催されることになった。 

 

3. サタデーカフェの概要 

 サタデーカフェの開始にあたり、まずは開催趣旨の

策定を行った。小中高部会の世話人で検討を行い次の

ようになった。 

 

 「CIEC小中高部会では、従来と比べ、小規模でイン

フォーマルな研究会として、『CIEC サタデーカフェ』

を立ち上げることとなりました。内容は小中高に関わ

る『情報教育』や『情報科学』から、『授業デザイン』

や『未来への学び』までCIECに関係するものならどの

ようなものでも扱います。ZOOM によるオンライン開

催ですので、全国どこからでも気軽に参加いただけま

す。月１回、土曜日の夜に、みなさんで情報教育にま

つわるいろいろな話題について気軽に考えてみません

か？」 

 

 この趣旨を元に、具体的な開催ルールの検討を行っ

た。まず、このカフェを定期的に開くことを前提とし、

それを毎月第 3 土曜日とした。また，クラブ指導や授

業準備など教員の校務終了時間を鑑み，開催時間を 20

時から 21時と設定した。土曜日の理由として，翌日が

日曜日であることが挙げられる。日曜日夕刻の開催と

なると、翌日からの勤務への影響があると考え、土曜

日の設定にし、会の名称も「サタデーカフェ」とした。

ただ、参加される方の多くが学校教員であり、公立・

私立や学校種も様々であることから、土曜日も勤務の

方に配慮して 20時から 1時間だけの実施とした。開始

時間が遅いので、食事やおやつなどを飲食しながらの

参加も奨励し、趣旨にもあるようにCIECの中では「小

規模でインフォーマルな研究会」と位置づけて開催す

るに至っている。 

 また、話題を提供してくださるスピーカーを毎回お

願いすることとした。たった 1 時間しかないため、最

初の 15 分間を話題提供に充て、その後の 45分間につ

いて参加者を交えてのフリーディスカッションとする

ことにした。 

 これらを元に、開催概要として次のように定めた。 

 

「定例として、毎月第 3 土曜日の 20:00～21:00 に行

います。(定例通りでない回を設定することもありま

す。) また、基本的に各回ともスピーカーによる話題提

供 15 分に加え、フロアとのディスカッション 45 分で

構成する予定です。『学校ではこのような取り組みをし

ています。』や『授業の実践を聞いてください。』、また

『学校でこんなことに困っています。』などテーマの設

定はスピーカー次第です。参加者の皆さんでスピーカ

ーの話を聞きながら、いろいろな意見を出し合い、お

互いの教育力向上を目的とする研究会です。」 

 

 ここにもあるように提供される話題については、教

育に関わることであればどんなものでもよく、多くは、

提供者ご自身の実践を元に話される構成が多い。 

 さらに、オンライン(ZOOM)での開催ということで、

小中高部会でZOOMアカウントを 1つ取得し、それを

ホストとして毎回カフェを運営している。基本的には

参加者の方々に毎回改めてエントリーしていただいて

いるが、一度参加していただいた方には，2回目からは

気軽に参加していただけるように工夫をし、気軽に参

加できる雰囲気を作っている。 

 

4. これまでの経過 

 2021年４月の開始から 2022年 6月まで、合計 13回

のカフェを実施した。ここでは各回のテーマと話題提

供者について紹介したい。(話題提供者については敬称



略としている。) 

 

・第1回：2021年4月 17日(土) 20:00〜21:00 

テーマ：ICT活用実践事例集「まなびの旅」の制作に

ついて 

話題提供者：平田 義隆(京都女子中学校高等学校) 

・第2回：2021年5月 15日(土) 20:00～21:00 

テーマ：BYODへの長い道のり 

話題提供者：八百幸大(早稲田大学高等学院) 

・第3回：2021年6月 19日(土) 20:00～21:00 

 テーマ：公立高校での GIGA スクール構想実現への

取り組み 

話題提供者：高瀬敏樹(市立札幌旭丘高校) 

・第4回：2021年7月 17日(土) 20:00〜21:00 

テーマ：小学校におけるプログラミング教育の取り

組み ～高校情報 Iへどうつなげるか～   

話題提供者：森棟 隆一(白百合学園中学高等学校) 

壁谷 祐亮(白百合学園小学校) 

・第5回：2021年9月 18日(土) 20:00～21:00 

テーマ：高校生が「海女」の魅力のVR映像を制作・

発信するまで 

話題提供者：黒田 昌志(三重県立鳥羽高等学校) 

水野 拓宏(㈱アルファコード代表取締

役CEO兼CTO) 

・第6回：2021年10月 16日(土) 20:00～21:00 

テーマ：主婦と変人が創り出す新たな学びとは 

話題提供者：河口 紅(NPO 法人さんぴぃす理事長・

兵庫県立大学非常勤講師) 

大脇 巧己(NPO 法人さんぴぃす事務局

長) 

・第7回：2021年11月 20日(土) 20:00～21:00 

テーマ：プログラミング教育における、はじめの一

歩～子どもたちの現在と未来を考えた教

師の可能性～  

話題提供者：慶徳 大介(3rdschool) 

・第8回：2021年12月 18日(土) 20:00～21:00 

テーマ：学校教育でのクリティカルシンキング、教

科教育、生活指導、プロジェクト(総合) 

話題提供者：若林 靖永(CIEC会長、京都大学経営管

理大学院経営研究センター長) 

・第9回：2022年1月 15日(土) 20:00～21:00 

テーマ：町の高校生が考える地域の魅力化 

話題提供者：石谷 正(北海道霧多布高等学校) 

・第10回：2022年2月 19日(土) 20:00～21:00 

テーマ：ICTの3文字の中で大切なのはどれでしょう

か? 

話題提供者：伊藤 正徳(聖徳学園中学高等学校校長) 

・第11回：2022年4月 16日(土) 20:00～21:00 

テーマ：デマ・フェイクニュース・ディスインフォ

メーションそしてネタ 

話題提供者：山田 夕子(社会医療法人愛仁会) 

・第12回：2022年5月 21日(土) 20:00～21:00 

テーマ：GIGAスクール構想の現場より／GIGAスク

ール構想の現状と課題・今後について  

話題提供者：大橋 剛(札幌市立大谷地小学校) 

・第13回：2022年6月 18日(土) 20:00～21:00 

テーマ：情報科 新カリキュラムについて 

 話題提供者：柴田 直美(日本女子大学附属高等学校) 

 

 これまで 13回にわたり、本当に多くの方々にご協力

をいただき、毎回充実したカフェを運営できている。

この場を借りて話題提供者の方々に御礼を申し上げま

す。 

 

5. サタデーカフェの運営 

 これまで、全回にわたり、司会・記録ともに部会長

の平田が行ってきた。特に大きな問題もなく運営でき

たと思っている。 

 先述の通り、毎回 1時間のうち、約 15分間は話題提

供で、参加者が自由に発言できる時間は約45分である。

毎回 15～20名程度の参加者で、できるだけ全員に発言

いただこうとすると 1 人当たりの発言時間はかなり短

時間になる。そこで、オフィシャルには 1 時間のカフ

ェとしているが、その後、出入りも発言も自由に行え

るフリーディスカッションの時間を約 1 時間とってい

る。Web に掲載されているオフィシャルな報告書を作

成するために最初の 1 時間は録画ディスカッションの

内容を録画機能により残している。フリーディスカッ

ションの時間は録画していない。ところが、このフリ

ーディスカッションの時間におけるディスカッション

が充実している回が多く、最後まで録画したかったと

思うことが多い。そのようなこともあり、オフィシャ

ルの時間を過ぎても、そのまま参加してくださる方が

非常に多い。 

 

6. 話題提供者の人選 

 話題提供者の人選については、小中高部会世話人か

らの推薦で決めていることが多い。対面で行っていた

時代に研究会などに参加していただいた方を始め、小

中高部会の世話人、その世話人の関係の方など多方面

の方々にお願いをし、2021年12月の第 8回については

CIEC 会長である若林先生も話題を提供していただい

た。 

今後も、さまざまな分野の方々に話題提供いただけ

るように声かけをしていきたいと考える。 

 

7. サタデーカフェの広報 

 会の広報活動については、カフェの最後に、次回の

テーマについて告知を行ってきている。毎回、1ヶ月前

にはある程度の話題も決定しているように準備をして

いる。さらに、事務局にお願いし、会員メールにて周

知を行っている。毎回、会員メールが送られるタイミ

ングでの申し込みがあるので、これについては一定の

成果があると考えている。開催の約 3週間前と約 1 週

間前の 2 回、会員メールを送っているので、ギリギリ

まで都合が分からない方でも 1 週間前の周知メールを

みて、申し込みをして下さる方も多い。今後は、CIEC

の Twitterなども併用しながら広報を行っていければと

考えている。 

 

8. サタデーカフェの雰囲気 

最初にも述べたように、サタデーカフェは「小規模



でインフォーマルな研究会」という位置づけで行って

いることもあり、通常の研究会と比較しても、あまり

堅苦しくなく、気軽に参加いただけるものを目指して

いる。司会もそれを意識して運営を行っているが、回

を重ねるごとに参加者の方も雰囲気をつかんで下さり、

さまざまな視点から積極的に発言して下さる様子もう

かがえ、とても落ち着いた雰囲気で楽しく運営ができ

ている。また、お互いの教育力の向上を目的にしてい

ることもあり、アカデミックな話題が展開されること

も多い。そういったことが功を奏して、回を重ねるご

とに、毎回参加して下さる方も増え、また新しく来て

下さる方も毎回のようにおられ、とても活気にあふれ

ていると感じている。今後も、新しく参加いただける

方の開拓を行いながら、一度参加いただいた方には次

回も参加いただけるよう、工夫をしていけたらと考え

ているところである。 

 

9. おわりに 

 開始当初、本当に参加者の方が集まって下さるのか、

不安しかなかったが、いざ実施してみると、多くの方

が参加して下さり、心をなで下ろしたことを今でも鮮

明に覚えている。これまで対面での研究会しか経験が

ない状況だったが、コロナ禍のおかげで逆にオンライ

ンでの研究会がニューノーマルとなり、違和感なく運

営できていることには我々自身驚いている。対面での

研究会では難しかったが、オンラインで行うことで、

日本全国幅広く同じ時間に多くの方々で共通の話題に

ついてディスカッションできることを実感し、逆に対

面では味わうことのできない良さについても認識でき

た。中には、通勤電車の中からカフェに参加下さる方

もおられ、この時代、場所を選ばず研究会に参加でき

るようになったことに改めて驚かされた。 

 開始して約 1 年半、ようやく軌道に乗ってきたよう

に思う。課題としては、話題提供者の人選について今

後うまく機能するかどうかである。各方面で活躍され

ている方々に積極的に声をかけながら決定できればと

考えている。今後も多くの方々に参加していただき、

CIECサタデーカフェをますます発展させ、充実した時

間を皆さんにお届けできるよう CIEC 小中高部会とし

て研鑽を重ねたいと考えるところである。 
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